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新
年
を
迎
え
て

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
何
か
と
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
龍
谷
院
の

行
事
で
あ
り
ま
す
施
食
会
　
ゴ

ル
フ
大
会
　
開
山
忌
　
節
分
会

等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
第
五
番
の
干
支
辰
年

で
す
。
動
物
に
お
き
替
え
て
龍

の
年
で
す
。
禅
宗
で
は
仏
道
修

行
の
守
り
神
で
龍
神
と
言
い
ま

す
。
又
、
修
行
僧
は
必
ず
龍
天

軸
を
掛
け
修
行
の
無
事
を
祈
り

ま
す
。
龍
谷
院
の
龍
の
文
字
で

す
。
こ
の
寺
の
名
称
も

「龍
が

地
中
よ
り
出
て
寺
を
建
て
る
よ

住
職
　
薗
部
　
義
光

う
に
」
と
示
さ
れ
た
縁
起
が
あ

り
ま
す
。
龍
の
背
中
に
乗
り
上

昇
す
る
よ
う
に
希
望
を
も

っ
て

生
き
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

去
年
は
東
日
本
大
震
災
、
福

島
県
原
発
事
故
に
見
ま
わ
れ
大

変
な

一
年
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ

復
旧
、
復
興
に
は
時
間
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。　
一
日
も
早
い

復
旧
が
な
さ
れ
ま
す
様
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
平
穏
な
日
々
の
生
活

が
出
来
ま
す
こ
と
を
た
だ
祈
る

ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
檀
信
徒

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。
檀
信
徒

の
皆
様
に
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と

と
お
慶
び
中
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
菩
提
寺
の
護
持
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
多
大
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
未
曾
有
の
激
震
が
大
地

を
揺
る
が
す
震
度
七
、
Ｍ
九
の
東
北

関
東
大
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
彼

害
を
受
け
復
旧
最
中
、
九
月
に
は
台

風
十
五
号
が
本
県
を
直
撃
し
風
水
害

に
よ
る
被
害
が
発
生
、
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
に
、
再
考
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

幸

い
、
書
提
寺
龍
谷
院
内
外
に
つ

き
ま
し
て
は
、
最
少
の
被
害
で
済
み

安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
菩
提
寺
の
境
内
美
化
活
動
と

し
て
、
三
度
に
わ
た
り
、
役
員
の
方
々

に
作
業
奉
仕
を
頂
き
、
化
の
寺
、
龍

谷
院
境
内
に
、
立
派
な
ア
ジ
サ
イ
が

開
花
し
多
く
の
参
拝
者
に
観
賞
し
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
龍
谷
院
の
繁
栄
を
切
に

祈
り
、
苦
提
キ
の
護
持
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
格
別
の
ご

厚
情
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
中
し

上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
檀
信
徒
ご

一
同
様
の

ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
あ

げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一計
一年

″

御

掟
一歩
●

総
代

川
野
辺
　
博

立
直
ら
れ
る
事
を
祈
り
ま
す
。

キ

い
私
共
の
地
域
は
被
害
も
軽
く

平
穏
な
新
年
を
迎
え
る
事
が
―――
来
ま

し
た
事
は
皆
様
と
共
に
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
は
化
の
寺
龍
谷
院

の
環
境
整
備
の
た
め
に
、
世
話
人
様
、

梅
花
講
の
皆
様
に
五
月
、
七
月
と
二

度
に
■
り
境
内
の
草
刈
等
で
汁
を
流

し
て
戴
き
ま
し
た
。
本
当
に
御
苦
労

様
で
し
た
。
今
年
も
、
見
事
な
花
が

咲
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
今
後
共
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
実
り
あ
る

一
年
と

な
る
事
を
願

つ
て
新
年
の
御
技
拶
と

致
し
ま
す
。

菩
提
寺
龍
谷
院
は
秀
峰
存
岱
大
和

尚
様
が
創
建
さ
れ
、
五
百
三
十
三
年

を
お
迎
え

い
た
し
ま
す
が
、
檀
信
徒

の
皆
さ
ま
に
は
、
菩
提
寺
で
あ
り
ま

す
龍
谷
院
の
維
持
と
円
滑
な
運
営
に

多
大
な
各
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ

も

一
重
に
、
常
日
頃
か
ら
、
当
山
を

苦
提
寺
と
し
て
大
切
に
育
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
、

皆
さ
ま
種
々
の
法
要
や
墓
参
り
な
ど

に
お
越
し
の
際
、
よ
り
良
い
環
境
と

す
る
た
め
に
も
普
提
寺
の
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
、

こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
つ
き
ま
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
大
き
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
さ

ま
の
中
に
は
、
被
災
さ
れ
、
厳
し
い

年
を
過
ご
さ
れ
た
方
も
い
ら

つ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
幸

多
く
竜
の
如
く
大
き
く
飛
躍
す
る
素

晴
ら
し
い

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
中
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

総
代
　
加
藤
　
盛

一

総
代
　
石
崎
　
貞
夫

年
頭
に
当
り
謹
ん
で
お
檀
家
崇
敬

者
の
皆
様
の
、
御
健
勝
と
御
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
、
東
日
本
大
震
災
。
大
津
波
．

原
子
力
発
電
所
の
事
故
。
更
に
台
風

の
上
陸
．
海
外
に
於

い
て
は
タ
イ
回

の
大
洪
水
等
、
正
に
未
曾
有
の
大
災

害
の
年
で
有
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
も
、　
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年

の
年
頭

に
あ
た
り
、
総
代
と

い
た
し
ま
し
て

計
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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去
る
十
二
月
十
日

（土
）
前
住
職

薗
部
栄
重
和
尚
の
七
回
忌
法
要
が
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

導
師
に
水
戸
市
祇
園
寺
住
職
小
原

宣
弘
老
師
を
お
願
い
し
、
給
代
役
員
、

梅
花
講
員
、
ご
近
所
の
近
親
者
で
厳

粛
に
報
恩
供
養
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

栄
重
和
尚
は
大
正
十
年
に
栃
木
県

益
子
町
の
在
家
に
生
ま
れ
、
出
家
僧

大
和
尚

と
し
て
龍
谷
院
の
住
職
を
約
五
十
五

年
間
に
亘
り
務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、

本
堂
再
建
か
ら
始
ま
り
、
客
殿
、
観

音
堂
等
の
す
べ
て
の
建
物
を
建
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
龍
谷
院
は
見
違
え
る

程
、
美
し
い
寺
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ひ
と
え
に
前
住
職
の
お
か
げ
と
感

謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
寺
は
山
号
を
霊
石
山
、
寺
号
を

泰
寧
寺
と
称
す
る
。
寺
は
永
正
六
年

（
一
五
〇
九
）
創
立
。
開
基
は
石
塚

城
主
、
佐
竹
之
連
枝
義
高
で
、
本
寺

龍
谷
院
開
山
秀
峰
の
弟
子
で
あ
る
大

海
を
請
し
、
石
塚
村

（現
城
里
町
）

に
伽
藍
を
建
立
し
開
創
と
な
す
。
の

ち
天
正
二
年

（
一
五
人
四
）
人
世
源

初
代
、
開
基
家
の
石
塚
佐
竹
義
国
が

新
治
郡
片
野
村
に
移
り
、
当
寺
も
同

地

（現
地
）
に
移
転
と
な
る
。
し
か

し
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
義
国
は

佐
竹
義
宣
と
と
も
に
出
羽
久
保
田

（秋

田
県
）
に
移
り
、
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
下
総
守
滝
川
三
郎
兵
ヱ
源
雄

利
が
片
野
城
主
と
な
り
、
そ
の
帰
依

を
受
く
。
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
、

徳
川
幕
府
よ
り
御
朱
印
二
〇
石
を
賜
る
。

享
保
十
年

（
一
七
二
五
）
、
十
八
世

全
明
代
に
梵
鐘
を
鍛
造
す
。
嘉
永
二

年

（
一
人
四
九
）
火
災
に
よ
り
本
堂
、

庫
裡
、
鐘
楼
堂
、
山
門
等
焼
失
し
、

安
政
四
年

（
一
人
五
七
）
に
再
建
さ

る

（現
在
の
庫
裡
）
。
明
治
に
入
り

地
所
は
上
地
と
な
り
、
維
持
困
難
と

な
る
が
、
明
治
二
十
五
年
檀
徒
よ
り

畑
、
山
林
等
寄
付
さ
る
。
大
東
亜
戦

中
、
大
地
蔵
浮
彫
り
の
梵
鐘
は
拠
出

さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
、
三
十
五

世
中
興
玄
祥
代
に
現
在
の
本
堂
が
建

立
さ
る
。
な
お
、
泰
寧
寺
の
住
職
は

現
在
二
十
七
世
に
な
る
。

本
尊
　
聖
観
世
音
菩
薩

称
号
　
南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
陀
佛
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チ
ヤ
リ
テ
イ
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
二
十
日
、
第
五
回
龍
谷
院
チ

ャ
リ
テ
イ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。

会
場
を
桂
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
参
加
者
七
組
と
大
勢
参
加
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
五
回
大
会
の
優

勝
者
は
、
城
北
工
樹
社
長
関
信
彦
様

で
し
た
。

二
位
　
青
山
達
典
様

三
位
　
松
本
活
道
様

○
大
会

へ
の
寄
付
者

賞
品
多
数
　
橋
本
　
茂
様

賞
品
　
炊
飯
ジ
ャ
ー
　
小
幡
利
克
様

金

一
封
　
江
幡
照
夫
様

金

一
封
　
域
北
工
機
　
関
　
信
彦
様

賞
品
　
　
石
鉄
石
材
店
様

賞
品
　
　
広
木
石
材
様

賞
品
　
　
花
の
寺
め
ぐ
り
会
様

協
賛
金
　
平
塚
正
光
様

協
賛
金
　
オ
ケ
キ
佛
具
店
様

金

一
封
　
石
崎
貞
夫
様

二
、
檀
信
徒
研
修
旅
行

期
日
　
十
月
二
十
五
日

，
二
十
七
日

今
年
が
大
本
山
総
持
寺
ご
移
東
百

周
年
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。
以
前

は
石
川
県
能
登
半
島
の
輪
島
近
く
に

あ
り
、
明
治
に
火
災
で
全
焼
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
横
浜

の
鶴
見
に
移
転
し
て
今
年
で
百
年
と

な
り
ま
す
。
そ
の
記
念
と
し
ま
し
て

大
本
山
総
寺
祖
院
を
訪
ね
る
旅
行
が

企
画
さ
れ
、
龍
谷
院
か
ら
も
大
名
が

参
加
致
し
ま
し
た
。

参加者の皆様

参加者の皆様

総持寺祖院精進料理

永光寺五老峯

http://wWw9,ocn ne.jp/～ ryukoku
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三
、
開
山
忌

十

一
月

一
日
、
恒
期
当
山
開
山
忌

（
四
百
九
十
六
回
忌
）
法
要
が
修
行

さ
れ
ま
し
た
「
布
教
師
は
茨
城
県
稲

敷
市
養
皐
寺
ご
住
職
米
田
隆
泰
老
師

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
、
第

一
教
区
護
持
会
総
会

十

一
月
二
日
本
山
よ
り
管
長
代
理

の
特
派
布
教
師
は
兵
庫
県
か
ら
お
越

し
の
平
和
宏
昭
老
師
。
法
話

『励
も

う
五
つ
の
修
行
』
を
聞
法
し
た
。
各

寺
院
の
役
員
さ
ま
約
八
十
名
が
参
加

し
、
龍
谷
院
よ
り
総
代
二
名
が
出
席

を
し
た
。
会
場
は
水
戸
市
大
足
町
安

国
寺
さ
ま
で
し
た
。

十

一
月
二
十
五
日
城
里
町
福
祉
協

議
会
大
会
に
於
て

「
龍
谷
院
檀
信
徒

一
同
」
が
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
を
町

へ
寄
付
し
た
た
め
で
あ
り
ま

す
。
（
ゴ
ル
フ
大
会
、
梅
花
講
員
、

総
代

一
同
、
龍
谷
院
、
慈
雲
寺
）

六
、
梅
花
流
奉
詠
大
会

十

一
月
十
八
日
、
土
浦
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十
回
梅
花

流
茨
城
県
奉
詠
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。

清
興
に
浪
曲
師
　
天
中
軒
　
轟
師
を

迎
え
楽
し
い

一
日
を
過
し
た
。

五
、
城
里
町
よ
り
表
彰

登壇中の議員のみなさん

感謝状

阿久津町長と参加者

http://www9 ocn nejp/～ ryukoku
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従
来
の
祠
堂
牌
は
七
万
円

（三
＋
年
前
が
五
万
円
）

永
代
供
養
牌
　
十
五
万
円

（但
し
、
お
骨
の
預
か
り
は
別
と
な
り
ま
す
。
）

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
祠
堂
牌
は
位
牌
堂
に
祠
り
ま
す
。

申
込
先
　
龍
谷
院
　
０
二
九
―
二
人
九
―
三

一
〇
八

『
編

集

後

記

』

一
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
龍
谷
院
の
裏
山

か
ら
日
の
出
の
瞬
間
を
撮
影
し
た
も
の

で
す
が
、
本
堂
の
屋
根
ら
し
い
も
の
し

か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
数
分
後
に

は
こ
の
写
真
の
よ
う
に
、
院
全
体
の
姿

が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

曙
光
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
先
代
栄
重
宗
天
大
和
尚
の
七
回
忌
、

在
り
し
日
の
お
姿
が
偲
ば
れ
る
と
と
も
に
、

歳
月
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

去
年
は
未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
辰
年
、
龍
が
天

に
昇
る
勢
い
で
災
害
か
ら
復
興
し
、
景

気
が
上
昇
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お

ら
れ
ま
せ
ん
。編

集
委
員
　
　
稲
川
　
　
清

杉
山
三
千
雄

|(詞華D平成24年 5月

C調■D桂ケEカントリー

ー 3′ 000円
※ブレー質は各自負IB

※締llり 5月 10日 (木)※愚華賞
×コ レフ場力摯 更になる場合もあります

htt p://wvvw9.ocn ne jp/～ ryukoku


